
れんけい手帳の使い方・記入方法 

介護サービス関係者の皆様へ 
○「れんけい手帳」は、ご本人や、ご家族が体調や生活状態を自己管理すると共に医療・介護の関
係者等がその情報を共有することで、症状の変化に早く気づき、地域で安心して暮らしていけるよう
支援するための手帳です。 
○受診や服薬状況、日常生活の様子などを確認して、日頃のサービス提供にご活用ください。 
○利用者に確認のうえ、サービス提供所計画書や情報共有が必要な書類を綴じてください。 
 

使い方・記入方法 ◎利用者、家族と確認しながらご記入ください。 

・記入モレ、間違いがないか
ご確認ください。不備があっ
た場合は、利用者、ご家族に
確認のうえ修正してください。 

・利用者の体調の変化や、お
薬の確認など医療機関への
連絡時にご確認ください。 

通所サービス等での食事や
口腔ケアの参考にしてくださ
い。 

日常生活の介護の参考にし
てください。サービス利用時
と状況が違う時は備考欄に
記入してください。 

9ページからの体調管理票も定期的に確認してください。血圧など本人が記入が難しい場合は、可能
な範囲で記入をお願いします。 
13ページからの備考・メモには、付箋など判りやすいように目印を付けてください。 


